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5 ランダムウォークのシミュレーションの実際

5.1

離散的な値 1,2,3 のみを, 確率

P (r) =





1/3 (r = 1)

1/3 (r = 2)

1/3 (r = 3)

0 (それ以外)

(1)

にしたがってとる確率変数X がある. この確率にしたがう乱数を返す関数int random3(void)

を書こう. ただし, 0 ≤ n ≤ RAND_MAXの (整数)乱数 nを返すライブラリ関数int rand(void)

を使ってよい.

5.2

1次元連続座標のランダムウォークを考えよう.

現在の walkerの位置 x (へのポインタ)を与えられると, jumpを 1回おこなって, xを
更新する関数 void jump_randomly(double *xp)を書こう. ただし, 0 ≤ n ≤ RAND_MAX

の (整数)乱数 n を返すライブラリ関数 int rand(void) を使ってよい.

Jump の方式は, 次の 2つの場合についてやってみよう. Jump を x 7→ x + r としたと
き, r の確率密度は, それぞれ

p(r) =

{
1/2 (−1 < r < 1)

0 (r ≤ −1, r ≥ 1)
, (2)

p(r) =





1/8 (−3 < r < −1, 1 < r < 3)

1/4 (−1 < r < 1)

0 (r ≤ −3, r ≥ 3)

(3)

としよう (ちゃんと
∫ +∞
−∞ p(r)dr = 1 でしょ).
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